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１．概要

　全学日本語プログラム（SJ）/ 短期留学生日本語プ

ログラム（NP）合同で実施された「漢字Ⅰ」クラスに

ついて報告する。本クラスの受講対象者は漢字をまっ

たく，あるいは，ほとんど学習していない学生である

が，漢字はかなりできる漢字圏でも，より上のクラス

では，英語を使用しないため，こちらを選択した学生

もいる。『漢字たまご初級』の全ての課の漢字を学習

することが目標である。１回におよそ１課のペースで

行ったが，その課の漢字をすべて同じ日に学習するの

ではなく，学びやすいように（漢字を組み合わせた単

語などができるものをいっしょに学など）組み換えた。

単語についても，テキストのものではなく，それまで

に学習した漢字が復習できるものに変えた。

　授業はスライドを見せながら行うのがメインのパー

トであるが，スライドは読みの単語カードとしても使

用できるようにしたので，スライドはアップロードし

て，復習できるようにした。

　最終的には，15名ほどの学生が受講した。筆者の担

当したほかの NP １，NP ２に参加している学生も数名

入っている（SJ のほかのクラスを受けているかは不明

である）

２．授業の進め方とポイント

　2021年度は春学期・秋学期ともに完全にオンライン

開講となった。授業は Zoom で双方向で行い，前回の

漢字クイズ10分実施してから，漢字導入と読み書き練

習を行った。漢字クイズのシートには，その日に学習

する単語を示し，いつでも参照できるようにした（ど

のような形式で示すのがよいかを毎回考えながらで

あったので，形式はさまざまになってしまった）。最後

に時間をとって，応用練習を行った回もある。毎回授

業開始時に前の週で学習した課の漢字クイズを，はじ

めは，読みと書きをノートに書いてメールで提出する

形で行った。また，習った漢字をすぐ使うことを目的

として，途中に，その日の前半に学習した漢字を使用

した単語のクイズを出した。テストは最終テスト１回

のみ行った。毎回のクイズ同様，テストも読み及び書

きの問題を出したが，単語作成なども行なった。

　授業のメインの学習は，スライドを見せることに

よって行った。スライドの構成は，回によって，少し

変化していったが，１．漢字が１画ずつ現れ完成する

スライド→２．漢字の字形，発音，意味，そのほかの

情報（似た形の字など）のスライド→３．漢字を画面

に書くためのスライド（漢字を示し，その横などに書

いてもらう）→4．その漢字を使用した単語を１単語

１スライド（読み方を推測させて回答してもらってか

ら，読み方や意味やその単語を使用した文を表示させ

る）→５．その単語についての使用法やほかの単語と

の関係などを示すスライド，である。

　漢字の授業は，単調になりがちなので，飽きさせな

い工夫が必要である。今回取り入れ

たものから３つ紹介する。

１．画面に漢字を書く：スライドに漢字を示し，そのま

わりにボックスを配置し，その中に漢字をマウス （あ

るいはトラックパッド）で書いてもらったり，漢字を

１画ずつ示し，それにそって書いてもらったりした。

そして，書いてもらった漢字について，コメントをし

ながら，注意点などを示した。書いてくれた字につい

ては，よいところも取り上げ，できるだけ，褒めるよ

うにした。

２．途中でクイズ（ブレイク）：１回で学習する漢字は

10文字〜15文字くらいであるが，単語の数にすると，

70くらい紹介することになるので，単調さを避けるた

めに，途中で前半に学習した単語の読み書きのクイズ

を実施した。クイズの前に，５分ほど復習の時間を

とって，息抜きをしたい学生もいると考えたので，休

憩したい人は休憩してもよいということにした。

３．会話をして作文：ブレイクアウトルームで会話を

行い，それをもとに，学習した漢字を使用して文を書
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いてもらうアクティビティを行った。学習漢字を使用

できそうな文が書けるような質問を考えた。

（1）「東西南北」を学習した回には，自分の住んでいる

ところが緯度がどれくらいかと家の東あるいは西に何

があるかをグループで聞き合い，「〜さんの家は〜さ

んの家より北にあります」「〜さんの家は〜さんの家

より南にあります」，「〜さんの家の東には〜がありま

す」「〜さんの家の西には〜があります」のような文を

書いてもらった。

（2）「朝，昼，夕，夜」を学習した回には，それぞれの

言語でどのようなことばで 言うのかを聞き合って，表

にしてもらった

３．今後

　コースを行いながら工夫を加えたことと，学習者の

レベルに合わせようとしたこと，そして，準備時間の

関係により，回によって，スライドの形式や構成，見

せ方などが変わっていった。よいところを活かしたも

のにして，統一的に行えば，よりわかりやすくなると

考えられる。


